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2割の喜びのために 8割の苦しみを乗り越える 

もしくは「8割の努力が 2割の喜びにつながる」 

 

2割の喜びのために―吉田正尚選手の哲学―2023年 4月２６日中日新聞より― 

6 月も半ばを過ぎ、あとしばらくすると、また期末考査がやってきます。「5 月病」というメンタルの不調の時期は有名で

すが、実は、6 月も、とてもきつい時期です。祝日がなく、休みが少ないことや、中間考査の成績がふるわなかった、学習に

ついていけない、運動部の春季大会の疲れ、クラス内にグループができてしまって浮いてしまう、などなど。「つらいこと、

嫌なことばかり」と落ち込んでいませんか？ところで、みなさんもご存じのとおり、WBC で大活躍、現在も大谷翔平選手に

ならぶ勢いで活躍している吉田正尚選手は、本校の卒業生。みなさんが今、毎日生活しているこの校舎で、彼も学校生活を

おくっていました。その吉田選手が「人生は苦しいことが 8割くらい。喜びは 2割くらいで、その喜びのために頑張っている。」

とテレビのインタビューで語っていたということが新聞のコラムで紹介されていました。苦しみと喜びの割合いが８対２と

いうのは、一見、ネガティブな思考のように思うかもしれません。しかし、この吉田正尚選手の哲学はとてもポジティブな考

え方であり、「8割の努力や苦しみを頑張れば、おのずと 2割の喜びや達成感が生まれる」というプラス思考であるとコラム

はむすんでいます。8 割といえば、人生のほとんどは、失敗や不愉快なことで埋め尽くされているということ。「つらいこと、

嫌なことばかり」と思えて当然なのです。さあ、あなたも 2 割の喜びのためにがんばってみませんか？ 

 

治療のお知らせを配布しています。心電図（高１）、胸部レントゲン（高１）、検尿、内科検診、視力、歯科検診 

 

お知らせをもらったら、必ず、おうちの方に見て頂いてください。 

早めに受診、治療を開始しましょう。結果は、保健室に提出してください。 

歯科検診の結果、付属中の皆さんは、治療を要する人はいませんでした。すばらしいことです。  

ひきつづき、お口の健康状態を維持していきましょう。 


